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国民が心ひとつに復興を! 

救援・復興ボランティアに参加  
 

  5月19日～26日 日本共産党市会議員団 

  日本共産党市会議員団は、臨時議会が終了した翌日から一週

間、東日本大震災で被災した岩手県内の四つの自治体(釜石市・陸

前高田市・大槌町・宮古市)に出向き、救援ボランティアの活動に

参加してきました。 

 被災地の惨状を目の当たりにし、被災者の生の声をお聞きする

なか、改めて津波の威力と破壊力のすさまじさを痛感するととも

に、災害への備えの必要性を感じました。 
 

広島市の防災計画では、30年以内に７割の確率で東南海地震

が、６割の確率で南海地震が起きると想定しており、その発生は

極めて切迫しています。 
 

 海と川に恵まれた広島市において、津波被害に対する防災計画

の見直しや、ライフラインを守る老朽橋の架け替え、防ちょう堤

の早期整備、校舎の耐震補強など、「災害につよい福祉・防災の

まちづくり」をすすめるための予算の確保を、議会でも求めてい

きます。 

 

被
災
者
の
皆
さ
ん
に
、
お
米
や
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着
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レ
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釜石市での青空フリーマーケット 
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「あ
り
が
と
う
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皆
さ
ん

か
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謝
さ
れ
ま
し
た
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宮古市で河川敷の泥出し作業 
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作
業
後
、
10
ｍ
の
堤
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越
え
て
津

波
が
街
を
壊
滅
し
た
田
老
町
へ
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二
重

の
防
潮
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が
あ
る
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し
な
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か
っ
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つ
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説
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を
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け
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津
波
の
破
壊
力
に
驚
き
ま
し
た
。 

 

仮設住宅に生活物資の運び入れ 

   

 
 大震災にあたり、次の事を国に申し入れ 

 

●避難所の改善、在宅の被災者への救援強化 

●被災者が再出発できる生活基盤の回復を 

●仮設住宅の早期建設で、被災者の救援、二次 

 被害の防止に全力をあげる。 

●国の責任で債務の凍結・免除し、ゼロからの 

 スタートを支援する。 

●当面の生活を支える緊急雇用対策の実施を。 

●被災者生活再建支援法の支援額を抜本的に 

 引き上げる。 

●医療、介護、福祉、教育など命とくらしを 

 支える公共基盤を再構築する。 

 

仮
設
に
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ど
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難
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て
い
る
方
に
は
、
家
財
道
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が
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い
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も
援
助
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

日
本
共
産
党
の
現
地
対
策
本
部
は

行
政
と
交
渉
し
、支
援
を
受
け
ら
れ
て

い
な
い
被
災
者
を
速
や
か
に
援
助
す
る

よ
う
求
め
て
い
ま
す
。 

被災者の生活基盤の回復は国の責任で 

津波で大きな被害をうけた釜石市 5月20日 

この市議団ニュースは、日本共産党広島市会議員団の承認を得て発行しています。 

の まちづくりを!  災害につよい「福祉・防災」の まちづくりを! 

 東日本大震災 



事前説明＆意見交流会 
6月13日（月） 夕方6時30分から 

議会棟 ３階  第1委員会室 
 

ぜひ、お気軽にご参加ください。 

みなさんからのご意見も大歓迎です。 

議会日程（案）と質問予定  

広島市議会 6月定例会 

6月24日（金） 午前（予定）  

6月17日 金 本会議 
市長の施政方針に関する所信表明  

法人の経営報告に関する質疑（村上あつ子） 

23日 木 本会議 一般質問（施政方針への質疑、一般質問） 

24日 金 本会議 一般質問（     〃      中原ひろみ）     

27日 月 本会議 
 一般質問（     〃      ） 

 議案に対する質疑（近松さと子議員） 

28日 火 
常任 

委員会 

文教（中原ひろみ） ・建設（村上あつ子） 

消防上下水道（近松さと子） 

29日 水 委員会 
厚生（近松さと子） ・総務（中原ひろみ） 

経済環境（村上あつ子） 

30日 木 本会議 討論（村上あつ子） ・議決等 

中原ひろみ議員が 

一般質問をします 

中原ひろみ議員の質問(予定) 

ぜひ 

傍聴して 

ください 

本会議、委員会いずれも午前10時開会です。 

請願は 
6月23日（木）までに 

市議会事務局・市政調査課へ連絡してください。 
 

電話 082－５０４－２４３８ 

中原ひろみ 

改選後初めての定例会です 

  東日本大震災を目の当たりにして、広島市がどのように「市民の

安心・安全なくらし」を保障していくのかが問われています。 

 先の選挙で訴えた「福祉・防災のまちづくり」の具体的な進め方

を、松井新市長に質します。 

 「被爆地ヒロシマは放射能汚染を許さない」「ヒロシマから脱原発

の流れを」との思いで質問します。 

          多くの方の傍聴をお待ちしています。 

●福祉・防災のまちづくりで 

               「安心・安全なくらし」を 

・防災計画の見直し 

・学校校舎の耐震化 

・子ども・子育て新システム 

・脱原発と自然エネルギーへの転換 

・マツダの計画節電の影響と対策 

・中小企業支援の仕事起こし 

・普通教室への早期エアコン整備 

・中工場(ゴミ焼却場)の灰溶融炉 

・黄金山乗合タクシーへの財政支援 


